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自然が些かで肥沃な坦田平。

白東部に位置する下之郷地RZ県道

が南北にはしり、沿道には 「生品さん」

の名で親しまれる進協定道神社が鎖

座しています。「生品さん」の向かい

側を、南にすし歩L可ていくと「おやつり

と思われるかたもいることでしょう

通りに面して古い鐘楼がそびえ、

隣には洋風白綿な建物が 。これ

企旧東塩田郵便局書

a~ (現下之郷出岳民館分館・下之郷)

固回口囚
口固回国

が大正 7年に主sてられた、初代田東

塩田郵便局舎です。

この局舎は明治36年、地元の有志

で結成した社団法人「下之郷社」が鐙

築し、東塩田郵恒局に貸し与えたの

が始まり。現在、下之郷社由理事長

を務める伊藤喜遣さん(下之郷)は、

当時をこう振り返ります。「昔田村人

たちは先進的な考えで、公

共の郵恒局を洋風の設計に

したのではないでしょうかね。

この辺りでは、ハイカラな板

張りの、目立つ建物でした」。

当時は県道(上回丸子線〉

も、伊藤さんいわく 「今の3分

のlぐらい、4メートルあるか

なL、かだった」そうです。昭和

平成8年 (1996年)

ぞ/16
No. 1193 

62年の道路拡幅時に、玄関部分約1

間分を取り払ってしまいました。

明治39年に開設された、下之郷駅

郵恒取扱所が前身白東塩田郵便局。

現在では局舎も 3代田になりました。

長年親しまれた郵世局舎も、下之郷

公民館分館として、再び地域に恨差

した第二の人生を歩み始めています。
、 . 一

〈再生紙を使用しています〉



三註

r 国保

みなさんの健康と
幸せを守ります

国保年金課 (困1362・1367)問い合わせ

「リ
ヨ

国
提

(国
民
健
車
保
険
)

仁
川
に

と
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度

な
の
で
す
か
?

寸
寸
」
基
本
的
に
は
、
国
保
の
加

「
μ」
入
者
が
お

E
い
に
出
し
合

う
お
金
〔
保
険
税
)
と
国
か
ら
白
負

担
金
で
、
も
し
も
の
時
に
安
心
し
て

医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
に
す
る

助
け
合
い
田
制
度
で
す
。

引

ヨ

国
慢
に
は
、
ど
の
よ
う
な

一
4
一
人
が
加
入
す
る
の
で
す
か
?

寸
け
コ
由
民
は
、
必
ず
い
ず
れ
か

戸
メ
一
申
医
療
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
白
医
療
保
険
(
位
脱
保
険
や
共
済

組
合
な
ど
)
に
加
入
し
て
い
な
い
人

(例
え
ば
自
営
業
の
人
や
会
社
を
退

職
し
た
人
、
ア
ル
川
イ
ト
や
パ
l
ト

勤
務
の
人
な
ど
)
は
、
本
人
の
意
思

に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
国
保
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ロ
刈
コ

国
保
の
加
入
や
脱
退
の
手

一
4
一
続
き
は
、
だ
れ
が
い
つ
す

る
の
で
す
か
7

寸
J
コ
世
帯
主
(
家
族
で
も
よ
い
)

「
μ」
が
、
必
ず
H
日
以
内
に
市

役
所
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
例
え
一
ぱ
、
勤
務
先
の
会
社

な
ど
で
は
国
保
の
手
続
き
を
い
っ
さ

い
し
ま
せ
ん
の
で
、
退
職
し
て
健
康

保
険
白
適
用
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

国
保
由
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
就
職
し
て
健
康
保
険
の
適
用

に
な
っ
た
場
合
は
、
国
保
の
脱
退
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

司

ヨ

保
険
税

(箇
民
健
車
保
険

-4
一
税
)
と
は
、
ど
の
よ
う
な

税
金
な
の
で
す
か
?

寸
川
辺
上
回
市
が
負
担
す
る
医
療

一
辺

一
費
の
必
要
額
を
確
保
す
る

た
め
、

国
保
の
加
入
世
帯
に
保
検
税

を
課
税
し
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
決

め
ら
れ
ま
す
。

"'''' .. 

巨豆日

ま
た
、
課
桂
内
容
は
次
の

4
項
目

で
す
。

①
均
等
割
世
帯
の
加
入
者
数
に
応

く

[2] 

じ
て
計
算

一
人
当
た
り

1
万
5
0
0
円

②
平
均
割
一
世
帯
当
た
り
の
額

67
 

一
世
帯
当
た
り

l
万
1
0
0
0
円

③
所
得
制
世
帯
の
加
入
者
自
前
年

2

C
所
得
に
応
じ
て
計
算

B

④
資
産
割
世
帯
の
加
入
者
自
当
年

続

度
由
固
定
世
産
現
額
に
応
じ
て
計
算

ヨ

こ
れ
ら

4
項
目
空
ロ
計
が
一
年
間

加

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
額
で
す
。
d

わ
品
コ

保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、

一

4
一
ど
う
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、

滞
納
し
た
ま
ま
市
外
へ
転
出
し
た
場

合
は
ど
う
で
す
か
?

「
J
凶」
保
険
税
は
、
医
療
費
支
払

「
μ」
い
の
た
め
に
必
要
な
額
を

み
ん
な
で
負
担
し
て
い
ま
す
の
で
滞

納
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
滞
納
す
る
と

制
度
上、

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
高
額
療
盤
費
、

出
産
育
児
一
時
金
お
よ
び
人
間
ド
ッ

ク
補
助
金
な
ど
の
支
給
は
、
納
税
相

談
の
う
え
支
給
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
滞
納
税
額
の
ほ
か
腎
促
手
数
料
と

延
滞
金
が
加
わ
り
、
ま
た
滞
納
処
分

自
た
め
勤
務
先
へ
の
給
与
調
査
、
取

引
先
(得
意
先
)
へ
の
取
引
調
査
、
金

融
機
関
へ
の
資
産
調
査
な
ど
を
行
い

ま
す
の
で
、
社
会
的
地
位
や
信
用
を

長
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
外

に
転
出
し
て
も
滞
納
税
額
は
減
少
せ

ず
、
逆
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
前

記
と
同
様
の
滞
納
処
分
を
し
ま
す
。

.保険税納付は口座振替が便利です.



Ewl，沼蹴障害晶・ -
退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
障
の
加
入
者
の
中
で
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
年

金
の
支
給
を
聖
け
て
い
る
珂
車
未
演
の
人
と
そ
の
聖
鉄
は
「
遅
聴

者
医
療
制
度
」
に
よ
り
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
人

次
の
3
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
〈
週
瞳
被
保
障
者
本
人
)

と
そ
の
章
旗
(
彼
銭
聾
者
)
の
人
で
す
。

①
国
民
健
康
保
瞳
に
加
入
し
て
い
る
人

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
聖
げ
て
い
な
い
人

⑨
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
徴
用
者
年
金
制
度
の
年
金
を
畳

け
て
い
る
人
で
、
加
入
期
聞
が
初
年
以
よ
も
し
〈
ほ
刊
歳
以
後
叩

年
以
よ
あ
る
人

-
二
の
制
度
で
医
療
を
畳
け
る
と
き
の
自
己
負
担
金

退
院
線
保
険
者

本

人

外
来

2
割

外
来

3
柄

同

滋
検
費
者

入
挽

2
g

入
焼

2 
制

-
届
け
出

年
金
の
聖
桔
備
が
尭
生
す
る
と
、
年
金
保
険
者
か
ら

「年
金
庇

書
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
年
金
証
書
が
届
い
た
ら
、
川
日
以
内

に
年
金
証
書
、
印
鑑
、
保
障
証

(お
持
ち
の
か
た
)
を
持
怠
し
て
、

市
民
埋
ま
た
は
各
支
所
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
給
付

国
保
加
入
者
は
ま
の
給
付
が
壷
け

ら
れ
ま
す
。

-
医
療
費
の

7
割

(8
割
)
を
負
担

病
気
や
け
が
で
診
療
を
畳
け
る
と

き
、
保
険
証
を
持
書
す
れ
ば
、
医
療

関
の

7
訓

(
8割
)
は
国
保
が
負
担

し
ま
す
。

-
高
額
療
聾
置
の
支
給

1
か
月
白
医
療
費
の
自
己
負
担
額

が

一
定
額
を
超
え
た
と
き
そ
白
超
一え

た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

-
療
聾
賓
の
支
給

や
む
を
一え
な
い
理
由
で
、
保
険
証

を
も
た
ず
に
治
療
を
畳
け
た
と
き
な

ど
、
一
度
全
額
疹
苦
骨
払
っ
た
あ
と
で
、

国
保
の
審
査
に
よ
っ
て
そ
由

7
割

〔

8
割
)
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

-
出
産
育
児
一
時
金

国
保
田
被
保
険
者
が
出
産
し
た
場

合
、
出
産
育
児
一

時
金
叩
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

-
葬
軍
費

瞳
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ

の
人
の
葬
祭
を
行
う
人
に
対
L
、
葬

祭
費
3
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
ロ

圃桔食費の自己責担(1目あたり}
[平成8年9月30固まで]

対象者 金額

一般の彼保険者 600円

住民被葬謀説世帯の徹保険者
90固までの入院 450円
90日を越える入院 300門

住民税非課税世惨で
200円

老齢福祉年金を受けている人

交
通
事
故
に

あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
由
行
為

に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合
、
誼
害

者
に
重
大
な
過
先
が
な
け
れ
ば
、
国

保
で
治
療
を
畳
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

場
合
、
治
療
費
は
全
面
岨
ま
た
は

一
部
、

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
国
保
が
植
害
者
に
代
わ
っ

て
、
負
担
し
た
貸
用
を
加
得
者
に
時

求
し
、
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

0" . 

&iJIJとは、 4人聞の尊腫を膏つけること。

Z入閣の自由を奪うこと。喜人聞の平等を

慢害すること。このような事実があれば、

その事実を韮別ということができるはずで

す。そこで、現在の社会で多くの人びとの

宜識や行為の中に現存している差別の事例

を取りあげてみたいとE、います。.r性による董別』

男女平等であり、同権であるとされてい

ますが、私たちの日常生活や人びとの宜嵩

の面で、捜立ながらそうなっていないのが

現実です。一部の人の尭書の中でみられる

「女ら Lくしろ」といっ 苫草のもつ意味は、

『おしとやかに、やさしく、車直になれ」

と宮うことを強聾しているのではないでしょ

うか。特に高直になれとは、ものを宮わず

に男性に世えといっ服従を求めている こと

ではないでしょうか。

. r眠草葺~IJ J

『輯J世に世授はなL、Jと口ではそういう

が本音のところではどうでしょうか。.r学歴による董別J

高卒か大卒か、または、目立か私立かさ

らには宇匝告によって差別的な冒華はない

でしょうか。この間閣では、親子の閥、師

弟の聞にさえ差別的伝ことが措んでいます。.r体をめぐる差別j

体の障害に凶悟した星別は非常に多く、

今でも~くの人たちが、さほど罪悪感なし

に日常的に世うています。「チピHプス」

も体に関慌した差別です。生まれに関揮す

る差別です。この生まれに聞慢した差別の

中心をなすのが、間前監別です。体のこと

も生まれのことも、その当事者にとってみ

れば、自分の揖力や、心、がけによってもど

うにもならないことだからです。そのこと

を理由に差別することは最も悪質であり、

絶対に許すIJ~はできません。

ここに二、三の事倒を事げましたが、ま

だ多くの事柄があろうかと，¥!'lいます。私た

ちの日常の生活の中で、人との会話の中で、

人をさげすんでいることははいだろうか問

いなおLてみたいと思います。

マ問い合わせ 人楢同和対置理 (困1372)

主通事故にあったら、必ず
国保の窓口に居 11出を 1

16 広帯う左足，8.2[3 J 



』
れ
か
ら
こ
-
る

『
ご
み
』
の
出
し
方

今
年
7
月
l
日
か
ら
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
つ
い
て
は
指
定
の
袋
を
使
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い。

こ
の
指
定
の
袋
は
市
内
の
取
扱
庖
で
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

庖
顕
に
並
ぶ
の
は
6
月
中
旬
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
桂
ど
の
よ
う
に
ご
み
の
出
し
方
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
9

7月1日から導入する、蝦やせるごみの指定量につ

いて、各地区ごとに脱明会を行います。ご参加くださ

い。日程等は環境業務醒へお問い合わぜくださL、。

ごみの出し方
説明会を開催

f 

上田クリ ー ンセンタ は昭和61年 に 彊 世 さ れ 、 上回市と真田町の燃や

せるごみを盟却している (平成6年度 1年間で燃やしたごみの量は、 41，

110トンで、 1日に換算すると的113トン)0 1自に100トンの韓却が可能

な瞳却炉を 2基備え (修繕のために 1!;oずつの主互理転)、24時間運転を

しているが、担理量は限界に近付いている。

-
震
か
ら
出

3
8

決
め
ら
れ
た
ご
み
聾
随
所
に
、
分
別
な
ど
の

ル
l
ル
を
守
り
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
み
聾
醐
引
所
は

一
世
帯
に
つ
き

一
か
所
白
み
で
す
。

-
婚
や
せ
る
ご
み

7
月
1
日
か
ら
指
定
の
袋
に
記
名
を
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ル
ー
ル
迩
反

(無
記
名
、
無

分
別
、
多
量
な
ど
)
の
ご
み
は
指
定
申
袋
で
出

さ
れ
て
も
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
紙
オ
ム
ツ
(
汚

物
は
必
ず
取
り
除
く
て
貝
般
は
燃
や
せ
る
ご

み
で
す
。

-
娼
や
せ
な
い
ご
み

4
月
1
日
か
ら
4
種
別
に
分
け
て
出
し
て
く

だ
さ
い。

①
ピ
ン
類
・

缶
類

(ピ
ン
は
キ
ャ
ッ
プ
を
取

り
除
く
)

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

③
有
害
ご
み

(乾
也
池
、
蛍
光
灯
、
鏡
、
体

温
計
な
ど
)

④
そ
の
他
の
ご
み

(陶
磁
器
、
ゴ
ム
製
品
な

ど
)

当
面
指
定
の
袋
は
導
入
い
た
し
ま
せ
ん
が
、

黒
い
ご
み
袋
は
作
輩
効
率
と
安
全
確
保
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
か
ら
、
レ
ジ
袋
や
道
明
な
袋
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

手
作
業
に
よ
り
選
別
を
し
て
い
ま
す
白
で
、

生
ご
み
な
ど
は
絶
対
に
混
入
し
な
い
で
く
だ
さ

、
。

L
 

・
紙
・
布
頚
の
置
軍

自
治
会
で
月
に

l
回
行
っ
て
い
る

「資
狐
回

収
」
に
分
別
を
守
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
源

市
で
は
、
日
ご
ろ
皆
さ
ん
が
市
に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
や
望
む
こ

と
、
ま
た
考
え
て
い
る
こ
と
を
次
白

方
法
で
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

-
市
長
へ
の
手
紙

市
内
の
団
施
設
に
提
言
用
の
ハ
ガ

キ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

-
市
政
提
言
電
話

留
守
番
電
話
に
よ
り
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

(
胴
叫
⑮

2
5
3
9
)

・
市
政
極
言
F
A
X

F
A
X
に
よ
り
随
時
受
け
付
け
。

(岡田
@

5
1
1
1
)

皆
さ
ん
白
建
設
的
な
ご
立
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

1
2
)
 

秘
密
議
〈
困
1

1

.市長への手紙置置寝所

上田市役所ロビー 中央公民館

量願支所 酉都公民館

塩田支所 埴南公民館

川西支所 よ野が丘公民館

綿製限 川酉公民館

高齢者掴祉センター 図書館

働く 蝿人の家 7?71刊よ且 僅円1-1自

動労青少年ホーム 上回創遺館

五E宿う:At.!B，2. 16 {4 J 



-
震
解
か
ら
出

3
み

.
織
や
ぜ
る
ご
み

・
織
や
ぜ
な
い
ご
み

ご
み
県
横
断
に
は
原
則
的
に
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ご
み
聾
慣
所
は
そ
こ
に
住
む
み
江

さ
ん
の
た
め
の
場
所
で
す
の
で
、
事
業
所
の
ご

み
は
、
市
で
許
可
し
た
廃
棄
物
処
理
集
者
に
依

春lま空気が舵燥し、また、風が強く吐く自が聴き、

火災の発生しやすい季節です。火提の出火原函を掴べ

ますと、ちょっ と違憲していれば防ぐことができる火

災がほとんどです。おEいに火の元には、，主意 して く

ださい。

また、地震の備えも忘れずに、もしものときの対応

を軍族で話し合っておきましょう。

日えで

頼
さ
れ
る
か
、
自
己
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
小
規
慎
事
業
者
の
便
宜
を
図
る
た

め
、
そ
こ
か
ら
の
燃
や
せ
る
ご
み
量
が
常
に
家

庭
と
同
程
度
の

2
袋
以
内
で
あ
る
場
合
に
限
り
、

事
操
系
の
袋
を
使
い
事
業
所
名
を
配
し
た
う
え

で
聾
抽
出
所
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(山中

舗
が
必
聾
で
す
)
。
た
と
え
小
焼
損
事
章
者
で

も
、
2
袋
を
越
え
る
排
出
量
が
あ
る
場
合
は
、

-火誕の種別 (平成7年)

-火民による死傷者
10人(うち負傷者4人}

-よ図市の火民量生件数 (平成8年 ・7年)

集
積
所
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

燃
や
せ
な
い
ご
み
に
つ
い
て
は
、
集
積
所
を

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

出
品事
輩
所
ご
み
と
は
、
事
輩
活
動
に
付
随
し

て
出
た
ご
み
で
す
。
例
え
ば
飲
童
庖
の
欄
理
く

ず
や
貴
べ
残
し
、
商
底
の
段
ボ
ー
ル
、
紙
ご
み
、

空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
、
オ
フ
ィ
ス
ご
み
な
ど
を

い
い
ま
す
。

たき火第1位-火災の原因

放火・放火
の疑い

第2位

@霊の周り には、出えやすいものを置
かない。

。物置などにも躍を憐け、戸締まりを
きちんとする。

-
量
近
寄
せ
ら
れ
た
慢
雷

.
ご
み
問
題
に

つ
い
て

・
市
迫
田
応
急
補
瞳
に
つ
い
て

.
駅
前
丙
開
発
に
つ
い
て

.
公
共
下
水
道
に

つ
い
て

.
市
民
と
市
長
の
懇
談
会
に
つ
い
て

焼却炉第 3位
@風の強い目は醗却を避ける。
@捜却炉の周りに可燃物などを置かない。
@盟却炉から荊び火しないよ うに、いつ

も整備しておく 。

火事・救急・救助は 11 
問い合わせ 消防本部予防課 (国防 o1 1 9) 

9 

16 

@風の強い日や乾燥しているときは
たき火をしない。

@たき火をしているときはその場を
離れない。

@水を入れたパケツなどを用意して、
たき火が終わったら完全に消す。

令 、

広膚ラ;r.Jtf8.2 [5] 



1 テポ|市役 l 情報お出かけください/

上田市明るい選挙推進大会
bとき 3月 2日出(午後 2時から) r> 

ところ 中失公民館 (材木町) 3階大会暗室

b内容 事例発表・ 璃演(信ilI毎日新聞社

柚説垂員・機内房寿さん) r>問い合わせ

よ図市選挙管理垂員会(困1672)

-・....... 岡国首i~~~:I関周回i'ヨ直司・・

参加者大募集"
まんが

上岡高画大学
春休み高画セミナー
マルチメディア時代のソフトの作り手を育

てることを目的に開催します。セミナ では、

流のマンガ家を鰐師に実際にマJガを制作

し‘マルチメディア化する実習を行います.

セミナ の多加者を，欠により募集します.

bとき 3月308出 31日掛(2日間〉

bところ メディアランドUEDA T募

集対象 マンガとマルチメディアについて、

描きたい、創りたい、生かしたいという熱憲

を持つ小学校高学年から中学生のかたと、ぺ

アを組む大人(商観や先生をはじめとする知

人)のかた2Q組肘40人 1>;¥加費用 2名 1

総で10.000門(昼食および教材。交通費は各

自負担) 1>蛾師 石ノ議章太郎さん(〆デ

イアランドUEDA名沓館長)、里中満智子

さん、モンキ ・パンチさん(いずれも予定)

・応易方議

次の書類を 「〒386-12 上図市大字下之郷

812寄池 1 上図市マルチメディア情報セン

ターJ (;唖泡1000)まで送って〈ださい。

1>プロフィー"住所ー氏名 年齢学後

聡業(パソコン、ワ プ口座)・電信番号

(巴 5用紙に記入) 1>課題作品 小学校高

学年から中学生のかたが『あなたの摘さたい

1ぺージj を自由に描いてください (コマ数

，.聞いまぜん。 1コマでもスト り マンガ

の1ソーンでも可。周紙r;t8 4の大きさで、

種類使用する道具r;t@EB [>締め切り 2 

月四日醐必婚 1>選考結果上位鷹師による

選考の上、 3月上旬に各自に連絡します.

工
事
庖
な
ど
対
象
の

開
栓
手
数
料
説
明
会

••• 
市
水
道
局
で
は
、

5
月
1
日
か
ら
、

休
止
中
白
水
道
を
閲
栓
す
る
場
合
に

開
栓
手
数
料
を
納
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
不
動
産
業
の
皆
さ
ん

や
、
上
下
水
道
指
定
工
事
庖
白
皆
さ

ん
を
対
輩
に
、
次
に
よ
り

「開
栓
手

数
料
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
関

係
者
の
皆
さ
ん
は

F

』
出
阿
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

2
月
凶
日
榊
午
後
1
時

羽
分

(1
時
間
程
度
)

マ

と
こ
ろ

市
文
化
セ
ン
タ
ー

(中
央
公
民
飢
)

3
階
大
会
議
室
マ
対
量

不
動
産

業
、
上
下
水
道
指
定
工
事
応
な
ど
関

係
者

マ
問
い
合
わ
せ
水
道
局
業

務
課
(
困
1
8
5
3
)

お
出
か
け
く
だ
さ
い

市
「消
費
生
活
講
座
」

••• 
企
品
添
加
物
・
輸
入
食
品
目
安
全

性
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。
ど
う

ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
2
日
出
午
後
2
時

1
3
時
加
分

マ
と
こ
ろ

上
回
商

工
会
議
所
5
階
ホ
l
ル

(市
役
所
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
)

マ

鴎

師

小

若
順

一
さ
ん

(世
話
討
論
家
)

マ
畳
鴎
料

無
料

マ
問
い
合
わ

せ

生
活
環
壇
諜
(
困
1
3
8
9
)

希
望
者
は
ど
う
ぞ
/

在
宅
の
歯
科
衛
生
士

••• 
市
で
は
、
乳
幼
児
他
詮
・
寝
た
き

り
老
人
歯
科
健
診
な
ど
で
栂
談

・
指

導
を
す
る
歯
科
衛
生
士
を
、
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。

マ
資
格
①
歯
科
衛
生
士
の
免
許

取
得
者
②
現
在
歯
科
医
院
に
勤
務
し

て
い
な
い
人

マ
人
員

若
干
名

マ
必
要
書
類

①
申
込
書
②
履
歴
書

〔
健
鹿
推
進
課
に
あ
り
ま
す
)
③
歯

-.  ・.

:利用を/
メディアランドUEDAに、最新情報がす

ぐ見られ、その場でプリントアウトできる情

報鳩末機が般置されています。観光マップ、

スキー喝の積雷情報伝ど、地織に密婚した最

新情報をお届けしています[市内 4か所のガ

ソリンスタンドにも股置されています)。

使用料・プリントも無料です.ご利用を。

マルチメディ7型輔端末機
科
衛
生
士
の
免
許
白
写
L

V
申
し

込
み

3
月
日
日
働
ま
で
に
健
康
推

進
課

(困
1
6
2
6
)

へ

長
野
西
高
校
通
信
制

学
ぶ
仲
間
に
入
ろ
う

••• 
マ
入
牢
責
措

中
学
校
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
今
年
3
月
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
あ
る
人
お
よ
び
、
こ
れ

に
相
当
す
る
学
力
が
あ
る
と
留
め
ら

れ
る
人
(
高
校
中
退
白
人
は
編
入
学

が
で
き
ま
す
)

マ
願
書
畳
付

2

月
日
日
凶
1
4
月
5
日
幽

(
入
学
試

験
は
行
い
ま
せ
ん
)

マ

願
書
請
求

あ
て
名
を
明
記
し
て
、
田
内
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て

「
干
捌
長
野
市
街
消
水
1
4
5
5
1

2

長
野
西
高
等
学
校
通
信
制
」

品目
0
2
6
1
2
3
4
1
2
2
6
1
)

へ
ど
う
ぞ
。

[6 J 16 広揮ラ;V!B.2
平成S年虚に 市の捜殴エ夢および謹股コンサルタント纂稽の入札に、多加を希鐘

されるかた"、 .績を管財鴎 (市役続本庁舎4槽)まで後出してください.
D>受付期間/3月1目幽-3}l298幽 D>慢出・問い合わせ/管財疎 (困12崎町匿 圏



• キ目の3月

納期限2月29国側

・圃定商産担(酎1片言騒 4朋

・国民健康保脱税 8期税

月
の
納

品フ

会場など

恒制で確実草口座績苗のご制用を

生活環涜認

(本fT舎 1階)

市政テレビ番組「ふれあい上回j放映

未来のまちづくりミ4ミ人橿両福一雨華麗

鷲詰聖
鐘互金三監i
上田西武

市
役
所
宮
@
4
1
0
0 ~学術研究都市をめざして~

2月24日出

f軍経放送(SBC)
で放映

社会福祉協強会

(7)@8 0 8 0) I第3;祉肺総合計'iiについてお送りします。

固
定
資
産
課
税
台
帳

4
月
1
日
か
ら
縦
覧

••• 
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
も
と
と
な
る
評
価
額
、
課
税
標
準

額
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
た
だ
く

上田商工会暗所

(念@45 0 0) 

生活理境課
(本庁舎 1階)

福祉聾
(世@20 00) 

福祉臨
(内韓1608)

市

誼

所

日時

3月8日幽
13，30-15，30 
3月22日掛

13，30-1UO 

3月14日附
1 3:00~ 16:00 

3月7日同
10，00-15，00 
3月 1日出
8，30-17，00 
3月11日間
10，00-15凹

石亙友恵F
10:00......15:00 

毎週月~金曜日
9:00......16:00 

3月16白幽

盟型三互主
毎週月土曜日
13，30-15，30 
毎週水晦日

10: 00......15: 00 

3月21日同
13:30......15:00 

毎週月~金曜日
9:00......16:00 

毎週月~金曙日
9，00-16，00 

蚕亙耳τ豆電日
9:00......16:00 

毎週月~金曜日
9，00-16'00 

名酷相

酷律 相

(予約制)

法

土地 建 物 相 臨

人権・悩みご と相談

農 地問 題相談

t量相政行

相銭

福祉よろず相談

室

心 配 ζ と

骸律相

(予約制)

世

酷

相

相

福三 福

豆血血i
保険年金相 談

E車

置

婚

児

桔

E吾

市民相 談
主通 事 故 相 談

践相童児

マ
と
き

3
月
5
日

ω
マ
入
札

時
間

午

前

四

時

i
m時
同
分
(
説

明
は
午
前
9
時
品
分
か
ら
)

マ
と

二
ろ

市
役
所
南
庁
舎
5
階
第

3

・

4
会

議

室

マ

方
法

競
争
入
札

マ
台
数

当

日

決

定

マ
公
告
渇
所

市
役
所
、
各
支
説
明
マ
入
札
書
加

者

印
鑑
持
害
で
、
本
人
が
お
こ
し

く
だ
さ
い
(
代
理
人
の
場
合
は
、
必

ず
本
人
自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
目

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

マ

そ

の
他

公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者
が

市
税
等
を
完
納
し
た
場
合
に
は
、
公

売
を
中
止
し
ま
す
。

マ

問
い
合
わ

せ

収
祖
課

(
8
1
3
o
l
-
-
3

0
3
)
 

た
め
、
固
定
資
産
謀
説
台
帳
白
縦
覧

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
縦
監
は
、

4
月
1
日
側
か
ら
同
初

日
出
ま
で
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

「広
報
う
え
だ
」

3
月
日
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

9
2
)
 

税
務
課
(
困
1
2

市
税
等
の
滞
納
処
分

電
話
加
入
権
の
公
売

••• 
市
脱
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、
電

話
加
入
横
田
公
売
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

と
き
/
2
月
M
日
出

午
後
1
時
初
分
開
演

と
こ
ろ
/
上
田
市
文
化
会
館

較相子母

-下之条おかめ・おそめ

.吉田踊子揖

・下室置ささら踊り

園
・上室賀三頭踊子

.下郷面神楽

上岡市の交通事故発生状況 件数日件付ペ?昔話2??21;EL21
16 広帯ラ:iiF.!B.2 [7l 



紙面作りにご協力を

広帯吾ニタ-225んか

市では「広報うえだ」が、市民の皆さんにより

純しまれ、より読まれるものにしていくため、次

により平成8年度 f広報モニター」を募集します。

モニターの皆さんには、広報に対する意見や提

案忽どをお帯せいただき、市民書加の紙面づくり

の一端を担っていただきます。どうぞ量ってご応

募ください。

マ応募方法 20歳以上田市内在住者(公務員を

除() マ事量人員 般公募10人程度 マ任期

委嘱の日から翌年3月31固まで マ職務内容

①モニター会館への出席(年3回皇居D②モニター

アンケート (毎月 1固)への回菩など マ謝礼

記念品を贈呈 マ底幕方法はがきに「住所、氏

名(ふりがな)、年齢、般車、 電話番号、 『広報う

えだへひとことJJを記入して、 3月29日幽まで

に、市役所部書

課広報担当 (〒

386 上田市大

手 1-11-16・
圃ゆ410咽 1112)

までどうぞ。

.成>ll.f，主轟ちゃん
(10か月 官官入〉

「おし令べりが盛ん
になりま した。自慢も 3
本 はえて リンゴが犬
好きjと母の契雷さ人匂

保健 診 tt
健康推進課

b畳付時間 いずれも午後 l時-2時 マ持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10カ、月児)、歯ブラ

シ (1歳6か月児)， 1歳6か月児は、捧ちゃん手帳

白中にある健康診査業に記入してお持ちください。 3

歳児は健康診査梨と視聴覚検査のアノケ 卜をお送り

しますので、ご記入のうえお持ちくださL、。また、探

検査申容器もお持ちください。

.保健センター (市役所南庁舎2階)

健康診査 | 実施日 | 生年月日

3月14日 I 7. 10. 16-1札 31

3月19日 I7. 11. 1 -11. 15 

3月7日 I 7. 4. 16-4. 30 

3月12日 I 7. 5. 1-5. 15 

3月6日 I 6. 8. 16-8. 31 

3月13日 I6. 9. 1-9. 15 

3月4日 I5. 2. 1 -2. 15 

3月18日 I5. 2. 16-2. 29 

・塩田母子健車センター (塩田地匡)

4か月 I . _.._ I 7. 1札
I 3月22日 トー士ι」子二

10か月 I -，，--- I 7 ι 
l歳 6か月 I 3月15日 I 6. 7 

・川西社会福祉センター (JII酉地区)

4か月 I 7. 10. 

10か月 I 3月27日 I 7. 4ι 

1歳 6か月 I 6 ι 

(困1625).3月の乳幼児健康診査

| 長野県市町村広報コンクール | 

広報ヒデオ(委託制作)が

最優秀賞を受賞〆
~広報紙部門は奨励賞~4か月

んにいっ

そう親茂明明言通勤を進めていきたいと思い

ます。ご意見、ご感想などがございましたら、広

報担当までお気軽にお寄せください。

.問い合わせ 秘書課(困1112)

Jl情趣搬送 (5日

空呈

16-11. 15 

16-5. 15 

16-9. 15 

日
一日
一日

16-11 

16-5 

16-9. 

10か月

1歳 6か月

3歳
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[8 J 16 Z揮うA1.!B.2 
ffl宮住宅の補完入居者を.. ・ します. 希望者は定援循導線 (市役所本庁舎 4階〉へ、

マ事貧困地/宮裏 新居織が丘 岩".回の各罰処 〈いずれも算ー種) マヨE付期

間/2月"日明ト 3月 1日幅削 V問い合わぜ/JIIl繍場限 (~1548)匪翻
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